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Ⅰ 研究の成果(1000字 程度)
(図表 も含めて分か りやす く記入のこと)
近年の微細化技術の発展は、金属を原子 レベルで制御するほどに至っている。その結果、バ
ルクでは現れない特異な性質を示す物質を作 り出すことに成功している。
多層膜構造を操作す る主な手法の一つとしてシーディッドエピタキシー法が挙げられ る。こ
れは、薄膜結晶成長に於いて、結晶構造、配向面、成長様式の制御を目的とし、基板と所望の
薄膜 との間に、シー ド層 として他の物質を挿入 し、基板 と薄膜の界面の状態を意図的に変化さ
せる結晶成長技術である。
今回、垂直磁気異方性を示す ことで知 られるCo/Pd系薄膜の構造及び成長制御 に関する研究
を行った、具体的には、シーディッドエピタキシー法及びサーファクタン トエピタキシー法を
用いることにより、Al2O3(0001)単結晶基板上のPd薄膜の結晶構造制御及びPd層上のCo層の
成長制御をそれぞれ行った。
図に、Coシー ド層を用いた場含 とそ うでない場合のPd層の表面RHEED回折図形とAFM観察
像を示す。シー ド層を用いない場合、RHEEDパターン(a)はダブルス トリーク及びリングパタ
ーンが観察され、c軸の揃 った繊維構造及び三次元多結晶構造が混在 していることが分かった
。一方、Coシー ド層を用いた試料(b)ではシングルス トリークパターンとなり、結晶配向性の
向上及びランダムな遷移構造の消滅が確認 された。一方、それ らの試料についてAFM像を見る
と、シー ド層を用いない試料の場合(c)RMSラフネスが22.8Aと非常に大きくなったが、シー
ド層 を用いることにより(d)、RMSラフネスが2.3Aとな り、coシー ド層がPdの平坦性 を大き
く向上させることが分かった。
次に、Pd層上のCoの成長について、鏡面反射点におけるRHEED強度の経時変化を観察 した
ところ、RHEED強度振動は観察 されず、Coは島状成長することが分かった。この系に対 してBiを
サー ファ クタ ン トと して用 い た ところ
、Bi=2.4A(1ML)蒸着時 にお いて、Co層
表面 のRHEED回折 図形 は よ り透過型 の回
折点 を示 し、且つ ファセ ッ トパ ター ンが
確認 された ことか ら、BiがCoの 島状成
長 を促進 してお り、'アンチサー ファクタ
ン トとして機 能 してい る事 が分か った。
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